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ソーシャルワークとは

ソーシャルワーク専門職のグローバル定義（2014 年）によると、ソーシャルワークとは

専門職であるだけでなく、実践基盤の学問である。さらにソーシャルワーク専門職は、社

会正義、人権、集団的責任、多様性尊重の諸原理を基盤に、社会や個人をよりよい方向へ

変えていくために多様に働きかけていく。今後は多様性がさらに注目されていくであろう。

ソーシャルワークの構成要素には、①クライエント、②ニーズ、③ソーシャルワーカー、

④社会資源がある。ソーシャルワーカーは、地域で生活するクライエントの多様な生活ニ

ーズを充足させるために、クライエントと社会資源の関係に働きかけていく。社会資源は

社会に多種多様に存在している。専門機関等のフォーマルな要素だけでなく、家族や友人

等のインフォーマルな要素も重要になる。クライエントの生活支援に向けて社会資源を活

用するところに、カウンセリングと異なるソーシャルワーク実践の特徴がある。

ソーシャルワークの体系化へ導いたリッチモンド（Richmond, M. E.）の定義（1922 年）

の骨格に「①人と環境、②個別的に、③意識的調整、④パーソナリティの発達」がある 1)。

特に、人と環境に目を向ける視点は、今日のソーシャルワーク実践にも生き続けている。

個人の生活状況については身体的側面だけでなく、心理的・社会的側面からも捉える必要

がある。環境とは、クライエントの日常生活を取り巻く環境だけでなく、広く社会環境や

自然環境も含めた生活環境を意味している。ソーシャルワーカーは、クライエント個人へ

直接的に働きかけるとともに、社会資源や環境を活用しながら間接的にも働きかけ、これ

らを調整・統合化させていく。つまり、ソーシャルワーカーは人と環境、さらにその関係

にも介入し、クライエントが抱える生活問題に向きあい、解決を図っていく（図１）。

ソーシャルワークの援助の原理

ソーシャルワークの援助の基本原理は、人間としての尊厳を重視する価値を保持し、個

人の生活状況の特殊性をくみ取り、潜在的にもつ問題解決能力（コンピテンス）を信じて

引き出し、そこから専門的な援助の関係性とプロセスを築いていくところにある。

バイスティック（Biestek, F. P.）は、援助関係の概念はいかなる人間も価値と尊厳をもつ

ことを大前提に、クライエントに対して、①個人として捉える、②感情の表出を大切にする、

③援助者は自分の感情を自覚する、④受け止める、⑤一方的に非難しない、⑥自己決定を

尊重する、⑦秘密を保持する、の７つの社会福祉における個別援助の原則を挙げている 2)。

岡村重夫は、社会福祉的援助の原理として、①社会性の原理、②全体性の原理、③主体

性の原理、④現実性の原理を挙げ、社会関係の主体的側面という生活当事者の視点に立つ

ことの重要性を唱える 3)。一人のクライエントがもつ生活史を把握し、「生活の背景」と「人

生の歩み」という生活の全体からクライエントを理解していくことである。
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ジェネラリスト・ソーシャルワーク

ソーシャルワークは転換期を迎えている。これまでは戦後の福祉六法体制をそのまま受

け継ぎ、タテ割り・法的枠組みに基づく「課題別」「対象者別」の対応を続けてきた。しか

し今日の社会では、①社会・家族・個人、生活や価値観、生活課題も多様化している。②

ソーシャルワーカーが向きあう課題には多面的要因があり、深刻化している。③戦後に構

築された社会の基礎構造にほころびが目立つようになっている。こうした状況において個

人の生活支援には、多職種チームによる総合的・包括的な相談援助が必要になってきた。

クライエントの生活場面である地域を基盤として生活支援を展開していくためには「①

クライエントの生活の側から援助を組み立てていくこと、②住民当事者の主体を尊重した

ソーシャルワーク実践をすること」が求められる。こうしたソーシャルワークの基本視点

は、すでにリッチモンドが「共通基盤」として明言していたが、その後のソーシャルワー

クは各時代や社会を象徴する科学や理論に揺すぶられつつ、多様なモデルやアプローチが

提唱されてきた。

ソーシャルワーク実践モデルでは、精神医学の影響を受けた医学モデルから、人と環境

の関係から個人の生活に焦点化する生活モデルへ、さらにクライエントの強さや長所に焦

点をあてるストレングスモデルへ変遷を遂げてきた（図２）。ジェネラリスト・ソーシャル

ワークは、人と環境の交互作用に焦点化する生活モデルを中核に据え、各領域に貫通する

ソーシャルワークの共通基盤を明らかにし、クライエントに適する各モデルの強みを生か

しながら、地域における当事者主体の生活支援につなげていく。このように現代社会にお

いては、個人や社会の多様性に向きあい、個人の生活支援を実践していくために、多様な

モデルやアプローチは統合化され、ソーシャルワークの本質を見直す機会にもなっている。
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図１ ソーシャルワーカーのとらえ方 図２ 実践モデルの相互関係 ＜ミクロレベルにおいて＞


